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視 点一 ビジネス ・エ コノ ミクス の役割

天 谷 永

この10年 ほどの間に,ビ ジネス ・エコノミクス(別 名 として経営の経済学あるいは企業経済

学)と いう書物を目にすることが多 くなってきました。2000年 か ら5年 間ほど,ビ ジネス ・エコ

ノミクスの授業を担当 した時には適当なテキス トがなく,産 業組織論や企業戦略論などのテキス

トを利用 した覚えがあ ります。その当時,経 済原論 も担当していたのですが,経 済原論 よりもビ

ジネス ・エコノミクスの授業の方が学生には好 まれていたようです。経済原論 は理論中心で した

が,ビ ジネス ・エ コノミクスはより現実的であったことがその原因だったのかもしれません。 ビ

ジネス ・エコノミクスは,市 場の均衡点を導出することに重 きを置 く経済理論とは異な り,企 業

が直面する諸問題 に重 きを置いています。現実の企業行動は,単 純な経済理論の想定 とは,は る

かにかけ離れていることから,「経済学は現実的な学問ではない」 と批判 されることが よくあ り

ます。 しか し,最 近の経済学は,ゲ ーム理論や情報の経済学などの発展を取 り入れて,現 実的な

企業戦略の問題 を分析することができるようになり,経 営学の領域に近づいています。

1.経 営学 における位置

ところで,ビ ジネス(経 営学)と エコノミクス(経 済学)は 似て非なる研究分野として,専 門

外の人にはその違いがなかなか理解 されない場合が多いようです。丸山雅祥氏が著書 『経営の経

済学』の中で経営学 と経済学の違いに関する見解 を示 していますので,そ れを紹介 したいと思い

ます。丸山氏は,経 営学 と経済学 を学問の 「対象」 と 「方法論」の2つ の基準によって区分 して

います。経営学は 「企業経営 をめ ぐる諸問題」 を対象 としてお り,「方法論」は,企 業経営をめ

ぐる問題を分析するために,社 会学や心理学,経 済学,会 計学,数 学,統 計学による方法などが

あ ります。つま り,「経営学は対象で定義される学問」であって,経 営学には固有の方法論は存

在 しません。他方,「 経済学は方法論で定義 される学問」であって,経 済学の固有の対象は存在

しないと考えられ ます。経済学の固有の方法論 は,社 会現象 を 「経済的な誘因」(損 得関係,経

済合理性)の 面から説明 しようとします。 しかし,対 象は,社 会現象のうちで特定のものに限定

されず,結 婚や教育,医 療,戦 争や犯罪,地 球環境の問題など一見すると経済学とは無縁のこと

が らについて も応用 されています・以上のような見解から判断 しますと,ビ ジネス ・エコノミク

スは,経 済理論 という 「方法論」によって,企 業経営をめ ぐる諸問題 という 「対象」を分析する

とい うことになります。つ まり,ビ ジネス ・エコノミクスは,経 営学 と経済学のボーダーライン
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付近にあり,2つ の領域の懸け橋の役割 を担 っています。

最近では,ビ ジネス ・エコノミクスの講座が経営学部や商学部に置かれるようになって きたこ

とか ら,よ うや く経営学部や商学部の教育の一分野として認知されてきたのか もしれません。欧

米のビジネス ・スクールでは,「BusinessEconomics」 あるいは 「ManagerialEconomics」 とい

う科 目が必修科 目として扱われて きました。 ビジネス ・スクールでは経営関連の専門科 目を学ぶ

ためのベース としてだけでな く,ビ ジネスの専門分野の1つ としてビジネス ・エコノミクスを位

置づけています。最近では日本の国立大学大学院の経営学研究科や商学研究科でも同様のことが

見受けられます。2013年 の夏に,一 橋大学の季刊雑誌 『一橋 ビジネス レビュー』では,「市場 と

組織 をデザインするビジネス ・エ コノミクスの最前線」と題 して特集が組まれました。この特集

では,マ ーケッ トデザインを例 として,ビ ジネスへの実践に直結する内容 をもつビジネス ・エ コ

ノミクスを紹介 しています。1985年 に青木昌彦氏 と伊丹敬之氏によって 『企業の経済学』が出版

されましたが,彼 らの先見性の高さが うかがい知れます。1950年 代か ら60年代にかけて ドイツの

エー リッヒ ・グーテンベルクによって 『経営経済学原理』 という書物が著されていますが,こ の

場合の経営経済学 とは当時の ドイツ経営学を指 していますので,こ こで取 り上げているビジネ

ス ・エコノミクスとは異な ります。ただ,グ ーテンベルクは新古典派経済学に影響 されていたこ

とは広 く知 られています。

2.経 営分析への貢献

経営学の中には経済学からもたらされた重要な概念,た とえば,参 入障壁,規 模の経済,範 囲

の経済,サ ンクコス ト,ス イッチ ングコス トなどた くさん存在 します。 ジョー ・S・ ベイ ンは

1956年 の著書 『産業組織論』の中で初めて参入障壁 を 「潜在的参入企業に対する既存企業の費用

上の優位性」 と定義 しました。参入障壁 を構成 する要因として,規 模の経済性,製 品差別化,既

存企業の絶対的費用上の優位性などを重視 しました。範囲の経済という概念は75年 にジ ョン ・

C・ パンザーとロバー ト・D・ ウィリッグによって定義 されました。それは,「 同一企業が生産品

目の範囲を広げ複数品目を生産する方が,各 品目を別々の企業が生産するよりも効率が よい」場

合 を意味 しています。スイッチングコス トに関する研究は,87年 のポール ・クレンペラーの2期

間モデルによる研究が代表的です。 これは,82年 の リチャー ド・シュマ レンシーによる研究を

ベースに,価 格 と数量の関係にスイッチ ングコス トを加 えることにより,第1期 目の既存 ブラン

ドと第2期 に参入する新規ブランドの需要曲線を比較 しています。

また,経 営学の1つ の分野に対 して経済学 をベースに大 きな影響を与えた人 もいます。1980年

に 『競争の戦略』 を著 したハーバー ド・ビジネススクールのマイケル ・E・ポーターは経済理論

をベースにして戦略の枠組みを提示 しました。「競争優位の源泉は市場でのポジシ ョニングであ

る」 とするポーター流の戦略論は,「 ポジシ ョニング ・スクール」と呼ばれ,経 営戦略論におい

て確 固たる地位を築いています。さらに,経 済学 をベースにした戦略論の もう1つ の代表 に,

「リソース ・ベース ド・ビュー(RBV)」 と呼ばれるジェイ ・バーニーが86年 に提唱 した理論が
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あります。個々の企業は同 じ業界に属 していても,保 有する経営資源の異質性によって企業 ごと

の競争力 に違いが生 じることか ら,「競争優位の源泉は組織内部の資源や能力」であるという考

え方です。このRBVの 源泉になった理論は,59年 にイギ リスの経済学者エディス ・ペ ンローズ

よって提示 されました。このように,経 営学には経済学 をベースにした理論がた くさんあ ります。

欧米のビジネス ・スクールには経営学者と経済学者が混在 していることが,何 よりもビジネスに

おいて経済学の役割が少なからずあることを物語っています。

入山章栄氏は,著 書 『世界の経営学者はいま何 を考えているのか』の中で,人 的資源管理論や

リーダーシップ論などをミクロ分野の経営学 とし,経 営戦略論 組織論 国際経営論などをマク

ロ分野の経営学 と分類 した上で,マ クロ分野の経営学 を3つ の流派に分けています。その1つ と

して経済学をベースにしたディシプリン(経 済学ディシプリン)が あ ります。特に,産 業組織論

や組織の経済学 をベースに した研究者が多 く存在 し,前 述 した 「競争の戦略』のマイケル ・ポー

ターや取引コス トの分析でノーベル経済学賞を受賞 したオリバー ・ウィリアムソンなどがこのグ

ループに属 しています。ちなみに,他 の2つ の流派は認知心理学ディシプリンと社会学ディシプ

リンとな ります。

ビジネス ・エコノミクスは,学 問の世界への貢献だけではな く,そ の知識は企業家にとっても

多 くの利点があ ります。た とえば,ビ ジネスにおける意思決定分析や戦略的計画のッールを提供

して くれ,企 業 を取 り巻 く産業の特徴を分析するための理論的枠組みを提供 してくれます。産業

によって競争の程度がなぜ違 うのかを説明する際にも,ビ ジネスプランを作成するときのベース

として も産業分析 は役に立ちます。また,市 場に限られた企業 しか存在 していないとき,競 争の

本質を理解することによって,戦 略的に物事を考 えることができます。今後 ビジネス ・エコノ

ミクスにおいて企業や組織のメカニズムや効率性 を分析する領域が進んでいくことによって,ま

すます,経 営学と経済学 との垣根が低 くなってい くで しょう。


